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森のジョブステーションぎふでは、
８月より無料職業紹介事業を始めました。

ご自由に お持ちください。

岐阜県の森林・林業
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岐阜県の森林・林業国
有
林
の
現
場
か
ら 

（24）

森林・林業関係イベントカレンダー（9月～11月）
開催日 行事名等 内　容　等

（概要、定員、受講料、申込期限など）
開催場所
問い合わせ先

一般向け

狩猟免許取得のための試験を実施します。
●時間：9：30～17：00
●申込：8/24～9/7
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

●森と木のエンジニア科（推薦入試）10月27日（土）
●森と木のクリエーター科（入試1）10月28日（日）
●入学願書（学生募集要項）については、ホームページ

（http://www.forest.ac.jp/）からダウンロードで
きます。

●県民参加による森林づくりや貴重な樹木の保護・保
存を推進するため、岐阜県緑の博士（グリーンドク
ター）協議会と共催で開催し、庭木の剪定の実技指
導などを予定しています。

●時間：10：00～15：00（予定）
●参加料：無料
●事前申込：必要（別途ホームページ等でご案内しま

す。）

9月22日㈯

10月1日㈪～
10月16日㈫

11月4日㈰

狩猟免許試験

平成３０年度
緑の育成と樹木
保護・保存セミナー

平成31年度
森林文化アカデミー
入学試験（第１回）
願書受付

表紙●森のジョブステーションぎふは、林業分野で就職を
目指す人、林業に携わる人のサポートや研修等の総合窓
口です。

岐阜大学　全学共通教育講義棟
（岐阜市柳戸 1-1）

各地域を所管する県事務所、
または環境企画課

（TEL 058-272-1111 内線 2701）

森林文化アカデミー
（美濃市曽代 88）
森林文化アカデミー
TEL 0575-35-2525
FAX 0575-35-2529
E-mail info@forest.ac.jp
URL http://www.forest.ac.jp

揖斐郡池田町八幡地内（予定）

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577
FAX 058-273-7547
E-mail gifu-ryokusui@mtj.biglobe.ne.jp
URL http://www.gifu-ryokusui.jp

1011121314 16171718
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　「森のジョブステーションぎふ」では、厚生労働大臣の許可を受けて、平成３０年８月より、林業に特化し
た無料職業紹介事業をスタートさせました。
　これにより、従来は、林業就業の相談があった場合でも求人情報の提供止まりであったものが、今後は、
森のジョブステーションぎふが、求職者と求人者（県内林業事業体）との間に立って、求人・求職情報の紹介
とあっせんを行うことができるようになります。
　岐阜県内はもとより、東京・名古屋・大阪など都市部各地で行われる林業就業ガイダンス等の就業相談に
ついても、今年度から大幅に出展数を増やして対応しているところですので、そうした機会において、この無
料職業紹介事業は強力なツールになるものと考えています。

　また、この無料職業紹介事業のスタートに合わせ、森のジョブステーションぎふのホームページ上に、新
たに求人情報検索サービスをスタートしました。
　こうした林業に特化した本格的な求人情報検索サービスの提供は、各都道府県における林業労働力確保
支援センターの中でも初めての試みであることから、県内外の林業分野における求職者の方々に広くご活
用いただくことを期待しています。
　このサービスでは、林業分野における求職者のニーズに対応するため、一般的な求人情報に加えて、林業
事業体の魅力、森林技術者の魅力、地域の魅力などを紹介できるように項目を設定し、それぞれの魅力を通
して、岐阜県全体の林業の魅力が伝えられるようにしていきたいと考えています。
　県内林業事業体の皆様には、積極的に求人情報の登録をしていただき、それぞれの事業体の持つ魅力を
発信していただきますよう、ご協力をお願いいたします。

無料職業紹介事業のイメージ

求人情報登録の流れ 求人情報画面のイメージ

「森のジョブステーションぎふ」無料職業紹介事業がスタート！
～県内林業事業体の皆様からの積極的な求人情報の登録をお願いします～

林業就業相談の様子

電話番号／0575-33-4011（代表） ※「森のジョブステーションぎふ」を呼び出してください。
●ホームページ／http://gifu-shinrin.or.jp/labor
●ＦＡＸ／0575-46-8408　●E-mail／m-job@gifu-shinrin.or.jp

問合せ先

森ジョブ

求人者
（林業事業体）

求職者
（一般・新卒）

紹介・あっせん
（マッチング）

労働（雇用）契約

成立

求人申込

求人情報 求職情報
　（条件の合う方）

求職申込

■求人者（岐阜県内の林業事業体）
　申請書作成（求人情報・事業所情報・写真）

■森ジョブ
　内容確認・登録

■求職者
　求人情報の検索、求職票作成

■森ジョブ
　紹介状の交付、求人のあっせん

申請書は森ジョブホームページからDL申請

求人情報掲載（掲載終了日まで）

求職申込
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文：樹木医・日本森林インストラクター協会　理事  川尻 秀樹

 シシウド 1

157

  　
「
こ
れ
が
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
た
ら

ね
ぇ
」、
郡
上
市
白
鳥
町
石
徹
白
で
林
道

脇
に
咲
く
シ
シ
ウ
ド
の
花
を
見
な
が
ら

話
を
し
ま
し
た
。

　

シ
シ
ウ
ド
（A

ngelica pubescens

）

は
本
州
、
四
国
、
九
州
の
山
地
に
生
息

す
る
セ
リ
科
の
多
年
草
で
、
高
さ
は
2

メ
ー
ト
ル
に
達
し
ま
す
。
葉
は
2
～
3

出
羽
状
複
葉
で
、
長
さ
1
メ
ー
ト
ル
に

達
す
る
ほ
ど
大
き
く
な
り
、
葉
柄
の
基

部
は
鞘
状
に
膨
れ
て
茎
に
抱
き
つ
く
よ

う
に
つ
い
て
い
ま
す
。
茎
は
太
く
中
空

の
円
柱
型
で
、
上
部
は
分
枝
し
て
全
体

に
細
か
い
毛
が
生
え
て
い
ま
す
。
こ
の

茎
や
葉
に
触
れ
る
と
、
甘
い
独
特
な
香

り
を
放
つ
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

花
は
早
け
れ
ば
7
月
、
多
く
は
8
～

10
月
、
茎
の
先
端
に
大
型
の
複
合
散
形

花
序
を
つ
け
、
白
色
で
5
弁
の
小
花
を

多
数
つ
け
る
た
め
、
線
香
花
火
が
散
っ

た
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
花
は
多

く
の
蜜
を
出
す
た
め
、
ア
ゲ
ハ
チ
ョ
ウ

や
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
チ
ョ
ウ
、
ハ
ナ
カ
ミ
キ

リ
な
ど
の
昆
虫
に
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

果
実
は
両
側
に
広
い
翼
が
あ
る
平
た

い
楕
円
形
の
分
離
果
で
、
熟
す
と
紫
色

に
な
り
ま
す
が
、
タ
ネ
か
ら
芽
生
え
て

花
を
つ
け
る
ま
で
に
4
～
5
年
も
か
か

り
、
し
か
も
花
を
咲
か
せ
て
果
実
が
実

る
と
枯
死
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

シ
シ
ウ
ド
の
名
は
全
体
的
に
ウ
コ
ギ

科
の
ウ
ド
に
似
て
お
り
、
山
で
は
ど
こ

に
で
も
見
ら
れ
、
ウ
ド
よ
り
も
大
き
く

な
る
様
子
を
「
猪
」
に
た
と
え
た
と
か
。

ま
た
イ
ノ
シ
シ
が
食
べ
る
大
き
さ
だ
か

ら
と
か
、
イ
ノ
シ
シ
が
冬
場
に
シ
シ
ウ

ド
の
根
を
掘
っ
て
食
べ
る
か
ら
と
か
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
真
意
の
ほ
ど
は
不
明

で
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
馬
ウ
ド
、
犬
ウ
ド

の
別
名
で
も
呼
び
、
岐
阜
県
で
は
サ
ク
、

全
国
的
に
は
サ
イ
キ
、
シ
ャ
キ
と
も
呼

ば
れ
ま
す
。
冬
ご
も
り
か
ら
目
覚
め
た

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
は
初
夏
に
は
シ
シ
ウ
ド

を
よ
く
食
べ
る
の
で
、
も
し
か
す
る
と

イ
ノ
シ
シ
も
食
べ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　

で
は
人
間
が
食
べ
る
か
と
言
え
ば
、

全
国
的
に
も
ご
く
一
部
の
地
域
で
、
出

始
め
の
新
芽
を
食
用
と
し
た
歴
史
が
あ

る
も
の
の
、
苦
み
を
伴
う
ア
ク
が
強
い

た
め
、
食
用
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
す
。
た
だ
し
食
糧
難

の
時
代
に
は
、
芽
生
え
て

か
ら
葉
が
開
く
前
の
茎
や

葉
軸
を
採
取
し
、
太
い
軸

だ
け
を
塩
蔵
保
存
す
る
こ

と
で
ア
ク
を
抜
き
、
冬
場

の
食
料
と
し
た
そ
う
で
す
。

塩
蔵
し
た
年
の
12
月
に
は

ア
ク
が
抜
け
る
た
め
、
お
湯

や
流
水
に
2
～
3
時
間
さ

ら
し
て
塩
を
抜
き
、
煮
物
や
い
た
め
物

と
し
ま
し
た
。
他
に
も
、
花
は
天
ぷ
ら

に
す
る
と
ア
ク
が
抜
け
て
、
結
構
い
け

る
の
で
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
庄
川
流
域
の
御
母
衣
や

白
川
な
ど
で
は
、
黒
色
火
薬
の
原
料
で

あ
る
塩
硝
を
密
か
に
つ
く
り
、
富
山
の

岩
瀬
家
を
通
じ
て
加
賀
藩
に
納
め
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
原
料
に
シ
シ
ウ
ド
や

ヨ
モ
ギ
、
ク
ロ
バ
ナ
ヒ
キ
オ
コ
シ
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

花
が
線
香
花
火
み
た
い
な
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
火
薬
の
原
料
に
な
っ
て
い

た
と
は
不
思
議
な
も
の
だ
と
思
い
つ
つ
、

石
徹
白
で
の
調
査
を
続
け
た
の
で
す
。 ▲白い5弁花を多数つけたシシウド
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８月６日から８日にかけて、東海三県のみどりの少年団員７２名が一堂
に集い、「第４３回東海地区みどりの少年団（隊）サマージャンボリー」
（国土緑化推進機構、三菱ＵＦＪ環境財団、愛知県・三重県・岐阜県の
各緑化推進委員会主催）を愛知県新城市「愛知県民の森」で開催しま
した。今年は、厳しい暑さの中、室内での行事を中心に行い、団員同士
の絆と交流を深めました。

　三日間の短い期間でしたが、みどりの少年団のみんなは、すぐに仲良くなり、
力を合わせ夕食づくりや木工工作に取り組み、夏休みの良い思い出になったと思
います。
　岐阜県からは、海津市みどりの少年団、北方小学校みどりの少年団の２団３３
名が参加しました。引率者・カウンセラー・県の職員の皆様、モリトピア愛知、
三重県・愛知県緑化推進委員会など関係の皆様には大変お世話になりました。
来年は三重県（熊野方面）で開催される予定ですので、みどりの少年団の皆様
の参加をお待ちしています。

「第43回東海地区

  みどりの少年団
  サマージャンボリー」

を開催しました

公益社団法人岐阜県緑化推進委員会　専務理事　黒﨑 隆司

●一日目（８月６日）
　開会式、班旗づくり、
　飯盒炊さん（カレーライス作り）、
　森のクイズ・雅楽鑑賞
●二日目（８月７日）
　木工工作（サイコロパズル）づくり、
　川での水遊び、キャンプファイヤー。
●三日目（８月８日）
　記念写真撮影、思い出の寄せ書き、閉会式。

カレーライスづくり 森のクイズ

雅楽鑑賞 サイコロパズルづくり

川遊び キャンプファイヤー

集合写真

【岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム 事務局】 ●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 0575ｰ35ｰ2535 森林文化アカデミー　森林技術開発・支援センター　産学官連携係まで

岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアムの活動を紹介します

「岐阜県森林技術開発・普及コンソーシアム」（以下、コンソーシアム）は、林業・木材産業分
野において産学官連携による新たな技術の開発やその普及を図るために平成26年9月に設
置されました。涌井史郎森林文化アカデミー学長を理事長とし、現時点で県内外の103者の
会員により構成されています。
　コンソーシアムでは、テーマごとに6つのワーキンググループ（以下、WG）を設け、それぞれ
課題解決に向けた活動や新たな技術開発等を実施しています。主な活動としては、欧州製の
獣害防止対策資材（Tubex）の県内全域での効果検証や早生樹（コウヨウザン）の試験施工
に取り組み、また、4事業体を対象に木材の生産性の向上に向け、事業体ごとに現場で発生し
ている課題を抽出して、作業性や効率性を向上するための方法を経営側に提案し実践してい
く「改善実施プロジェクト」に取り組んでいます。
　また、会員企業から物品の寄附を受け、森林林業分野での活用を検証する取り組みも実施
しています。大和リース(株)より寄附をいただいた気象観測等支援システム「PaddyWatch」
を森林環境の変化等の観測に使用しているほか、(株)クボタよりトラクターを寄附いただき、
現在は美濃加茂市内の里山林整備にトラクターを活用できないか実地検証を行っています。

　さらには、森林文化アカデミーの学生と会員企業とのマッチングを図るための企業説明会
の開催も実施しています。10月16日にはＷＧの中間報告会とともに、外部の講師を招いての
講演会を行う予定としています。
　今後もコンソーシアムでは課題解決に向けた取り組みや、会員内外のビジネスマッチング
につながる取り組みを支援していきます。企業・団体様でご関心のある方は、お気軽に事務
局までご相談ください。

▲Tubexを併用したコウヨウザンの植栽

▲会員企業による企業説明会の様子

▲トラクターによる竹林整備時の竹の搬出
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－ 暖かい薪ストーブ、スギノアカネトラカミキリ － 【第326回】

　平成30年5月20日。「Mさんが亡くなりました」とK氏から電
話があった。病名は白血病。不治の病と言われている難病だ。
M氏がこの病気にかかっているのを知ったのは今年の1月中旬。
知人から、「M氏が大病を患っているらしい」と聞いたからである。
「やはりそうだったか」私は胸がつまった。と言うのは、私はM
氏と30数年年賀状のやりとりをしているのに、今年に限って来
なかった。「病気ではないのか」と悪い予感がしていたからであ
る。すぐにM氏宅へ電話をした。奥様が出られた。「主人は昨年
白血病になり、入退院を繰り返しています」と気落ちした声で
話された。私は返す言葉がなかった。そのとき「野平くん、久
しぶり」とM氏の声。しかし、声は小さく弱々しかった。いつも
の声ではなかった。抗がん剤治療の苦しさや、野外で仕事や運
動ができないことがさびしいと話された。これが、今のM氏か。
暗い気持ちになった。かつてM氏は私の上司。仕事では2年間
であったが、その後も私的な付き合いは続いていた。そのM氏
とはもう会うことができない。M氏との思い出が次々と脳裏に浮
かんできた。

×　　×　　×　　×
　M氏が転勤してきた頃は、スギカミキリ、スギノアカネトラカ
ミキリ、松食い虫の林業害虫の全盛期？であった。それにカモシ
カ被害が大きな問題になっていたときでもあった。この難題に2
人で取り組んだが、それなりの成果を得て評価されたと思って
いる。それは、M氏と一緒だったからである。M氏とは2歳違い
のほぼ同年代。このためお互いが意見を言い合い、協力しなが
ら自由に仕事が出来たからである。それにM氏は人間的にも素
晴らしかった。威張ったり、自分を誇張したりすることはなく、
きつい作業にも嫌な顔をされなかった。理屈より行動。こんな
人だった。松食い虫被害防止試験の時、大きな松を10本伐採す
ることになった。ところが伐採する人が見つからず困ってしまっ
た。するとM氏はチェンソーを持参し、自分で伐採してしまった
のである。そのチェンソーを扱う手さばき。プロの伐採士のよ
うであった。ある時M氏に「なぜ、チェンソーを買われたのですか」
と聞いたことがある。M氏は「前から薪ストーブで暖をとりなが
ら食事をしたかったこと。その薪を奥様の実家の山林で調達で
きるようになった」からだという。この行動力というか執念。す
ごいと思ったものだ。数年前、久しぶりにM氏宅を訪ねた。相
変わらず薪ストーブであった。ところがそのストーブは最新鋭の
高級品。これを使うために部屋を改造し、長い煙突が屋根裏ま
でのびていた。暖かくて居心地がよかった。このストーブで暖を
とれなくなったM氏。それを思うと胸がつまる。

×　　×　　×　　×
　当時の私はゾウムシとカミキリムシの大好き人間。仕事の合
間に捕虫網を振り回していた。ある時、「こんなのが採れた。
珍品だ」とM氏の前で喜んだことがある。これを見たからか、
M氏は自分でも虫を採るようになった。そして「この虫は珍し
くない」と言って私に渡すようになった。採った場所は奥様の実
家の山林周辺が多かった。わずかの期間であったが、92種類
198匹を採集された。この中で目をひいたのはトウキョウクモゾ
ウムシとスギノアカネトラカミキリである。トウキョウクモゾウム
シは普通種なのに私自身1匹しか採っていなかった。それを3匹
も採集されていたのである。私も採りたい。早速その場所へ出
かけた。15匹採れた。それを手にしたときの喜び。今でも覚え
ている。スギノアカネトラカミ
キリはヒノキの害虫である。し
かし、採るのは難しかった。成
虫を採るにはヒノキの枯れ枝を
探さなければならないからであ
る。この作業がきつい。誰も挑
戦しなかった。このためスギノ
アカネトラカミキリは害虫だけ
ど貴重種。こんな表現をしたも
のである。それをM氏は採った。薪用にヒノキの枯れ枝を切っ
ていたら出てきたのだという。そのスギノアカネトラカミキリは
今でも私の標本箱で光り輝いている。

×　　×　　×　　×
　M氏の葬儀にはかつての同僚がたくさん参列していた。祭壇
に飾られたM氏の笑顔。在りし日のM氏が思い出された。読経
が終わり、いよいよ最後のお別れ。変わり果てた顔を見ている
うちに涙が出てきた。悲しかった。葬儀の後、数人で食事をした。
皆が口にしたのは「何故M氏が逝ったのか」だった。M氏は、
酒は飲まない。タバコはすわない。趣味は体を動かすこと。剣
道は4段で週に4回子供たちに教えていた。それと登山と長距離
スキーもやられた。毎年北海道へ出かけ50km走に参加してい
た。人間ドックは特に悪いところはなく、医者とは無縁の健康老
人だったからである。これに比べ今食事をしている連中は医者
通いのヨボヨボ老人だ。しかし、酒だけは今でも現役で、毎晩
晩酌をしているという。そのうちに飲み助たちの酒談義。結局「酒
は長寿の薬。これからもガバガバ飲もう」ということになった。
「Mさん、笑えるでしょう。この飲み助連中の言い草。天国で大
笑いしてくださいよ」。さようなら。合掌。

▲枯れ枝から脱出した、
スギノアカネトラカミキリ
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岐阜県森林研究所
岐阜県美濃市曽代１１２８－１

内装木質化
木の香る
ぎふの施設

67

施設の経緯
　岐阜県森林研究所は、森林・林業に関する試験研究を行う
機関です。
　施設は昭和45年に設置され約50年が経過しました。応接
に使用する１階ロビーの壁は冷たいコンクリート、床は老朽化
によるひび割れや剥がれがあり、色彩に乏しくみすぼらしい状
態にありました。
　そこで、県産のスギ、ヒノキを用いた内装とし、木製備品を導
入した結果、温かみのある雰囲気となり、研究所を訪問される
皆様へ木材利用の推進をＰＲできる場としても活用するよう
になりました。

ここに注目！！
●今までは昼間でも蛍光灯が必要なほどに薄暗かった室内
が、木をふんだんに使ったことにより、明るく、快適な
部屋に変わりました。まさに、森林を扱う研究所らしい
内装に様変わりしました。

利用者の様子
●ロビーには、森林・林業・林産業に関する情報誌や、研究成果
をまとめたパネルを展示しています。訪問される皆様からは
「木のぬくもりを感じながら、森林に関する情報を知ること
ができる。」と評判です。

施設概要

事業主体 岐阜県

事業年度 平成29年度

構造・
延床面積

RC造
1517.2㎡

施設用途 研究施設

木材使用量
使用樹種

3.86㎥
スギ・ヒノキ

株式会社　川上建築事務所

18,552千円（工事）全体事業費

設 計 者

株式会社　後藤建設施工業者

平成29年11月21日～平成30年3月7日工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　岐阜県森林研究所　ＴＥＬ 0575－33－2585
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した　「清流の国ぎふ
森林・環境税」は、平成３３年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直し
をしましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

【県産材流通課　竹中 公康】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8487 県産材流通課まで

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
　教育・福祉関連施設に、岐阜県産材で作成された机や椅子等を導入することに対して、支援を行う事業です。

■平成30年度　支援予定団体

■平成29年度　導入事例

【利用者の声】
・ぬくもりのある雰囲気で、室内があたたかみのある明るい感じになった
・木の香りが落ち着く
・導入をきっかけに、子どもから庭や近所の樹木に目が向くようになった

にののこ保育園
（可児市）

バンビの森
（郡上市）

下呂市中央児童館
（下呂市）

（１）対象事業者：市町村、学校法人、社会福祉法人等
（２）対象備品　 ：机、椅子、教卓、ロッカー、下駄箱、児童用ベッド等
（３）補助金額　 ：導入に要した経費の１／２以内の額　（ただし、机・椅子は、１セットあたり上限１８千円）

■平成30年度　事業概要

事 業 主 体 施 設 名 称 所 在 地 導入予定製品（平成30年4月時点）

うれしのみんなの家

認定こども園石山保育園

市内小学校

たかす児童館

山之上小学校

市内保育園

町内小学校

瑞浪北中学校

精華小学校附属愛児幼稚園

中津川市立西小学校

おさしま二葉こども園

すずめっこ杉の子幼稚園

市内小中学校

（社福）登豊会

（社福）八実会

関市

郡上市

美濃加茂市

白川町

瑞浪市

多治見市

中津川市

恵那市

（学法）恵峰学園

高山市

岐南町

海津市

関市

郡上市

美濃加茂市

美濃加茂市

白川町

瑞浪市

多治見市

中津川市

恵那市

恵那市

高山市

椅子、テーブル　他

木製パーテーション　他

児童用机（天板）

木製平均台

児童用机（天板）

机、椅子

児童用机（天板）、下駄箱

生徒用机及び教卓（天板）　他

椅子、テーブル　他

木製机・椅子

スタッキングチェア、テーブル　他

テーブル、スタッキングチェア

木製机、椅子

※その他、「ぎふ木育ひろば認定要領」で定められた『ぎふ木育ひろば』への支援も予定しています。

●
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１
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こ
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ま
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輪
之
内
町
は
、
長
良
川
、
揖
斐
川
の
二
大
河
川

が
南
下
す
る
岐
阜
県
の
西
南
部
に
位
置
し
、
四
季

折
々
の
美
し
い
田
園
風
景
、
緑
豊
か
な
自
然
が
町

の
貴
重
な
宝
で
あ
り
ま
す
。
だ
れ
も
が
憩
え
る
空

間
で
あ
る
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に
、
潤
い
あ
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観
づ
く
り
や
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水
環
境
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
森
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ま
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作
ら
れ
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テ
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木
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も
り
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本
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し
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。

　

ま
た
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木
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木
製
く
る
ま
」「
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も
っ
く
」「
ま
あ
る
い
つ
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き
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ど
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設
し
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小

さ
な
お
子
様
連
れ
の
親
子
や
図
書
館
を
訪
れ
た
子

し
、
学
校
で
の
環
境
学
習
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
周
辺
に
お
け
る
水
環
境
・
生
物
環

境
に
つ
い
て
、
岐
阜
大
学
と
の
連
携
で
一
緒
に
生

き
物
採
取
を
実
施
し
、
生
き
物
の
生
態
や
水
環
境

に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
水
質
状
況
の
変
化
に
よ

り
生
物
に
与
え
る
影
響
な
ど
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
つ
い
て
も
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ー
ク
輪

之
内
の
活
動
で
あ
る「
ふ
る
さ
と
の
川
大
榑
川
を
美

し
く
す
る
町
民
参
加
大
会
」な
ど
の
清
掃
活
動
へ
の

参
加
や
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
に
お
け
る「
環
境
コ
ー

ナ
ー
」の
出
展
な
ど
、
環
境
保
全
へ
の
意
識
は
高
く
、

住
民
に
対
す
る
環
境
意
識
の
啓
発
に
一
翼
を
担
っ

て
い
ま
す
。

親
水
広
場
の
タ
イ
ル
ア
ー
ト

　

町
地
域
協
働
水
質
改
善
協
議
会
の
事
業
と
し
て
、

昨
年
、
親
水
広
場
を
整
備
し
、
中
学
生
デ
ザ
イ
ン

の
壁
画
タ
イ
ル
ア
ー
ト
を
施
工
し
ま
し
た
。
多
治

見
市
並
び
に
笠
原
陶
磁
器
工
業
協
同
組
合
、
多
治

見
市
美
濃
焼
タ
イ
ル
振
興
協
議
会
か
ら
絵
の
色
解

▲本戸　田んぼアート

▲町立図書館　ぎふ木育ひろば

▲木のおもちゃ

▲中江川の水質調査

▲グラウンドワーク輪之内の清掃活動

▲親水広場のタイルアート

▲環境副読本
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『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

4
平成24年度より県民みんなで豊かな自然環境を守る仕組みとして導入した　「清流の国ぎふ
森林・環境税」は、平成３３年度末まで５年間延長されました。税活用事業の内容も見直し
をしましたので、新しい内容の事業を含め連載で紹介します。

【県産材流通課　竹中 公康】　　●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ 058-272-8487 県産材流通課まで

ぎふの木で学校まるごと木製品導入事業
　教育・福祉関連施設に、岐阜県産材で作成された机や椅子等を導入することに対して、支援を行う事業です。

■平成30年度　支援予定団体

■平成29年度　導入事例

【利用者の声】
・ぬくもりのある雰囲気で、室内があたたかみのある明るい感じになった
・木の香りが落ち着く
・導入をきっかけに、子どもから庭や近所の樹木に目が向くようになった

にののこ保育園
（可児市）

バンビの森
（郡上市）

下呂市中央児童館
（下呂市）

（１）対象事業者：市町村、学校法人、社会福祉法人等
（２）対象備品　 ：机、椅子、教卓、ロッカー、下駄箱、児童用ベッド等
（３）補助金額　 ：導入に要した経費の１／２以内の額　（ただし、机・椅子は、１セットあたり上限１８千円）

■平成30年度　事業概要

事 業 主 体 施 設 名 称 所 在 地 導入予定製品（平成30年4月時点）

うれしのみんなの家

認定こども園石山保育園

市内小学校

たかす児童館

山之上小学校

市内保育園

町内小学校

瑞浪北中学校

精華小学校附属愛児幼稚園

中津川市立西小学校

おさしま二葉こども園

すずめっこ杉の子幼稚園

市内小中学校

（社福）登豊会

（社福）八実会

関市

郡上市

美濃加茂市

白川町

瑞浪市

多治見市

中津川市

恵那市

（学法）恵峰学園

高山市

岐南町

海津市

関市

郡上市

美濃加茂市

美濃加茂市

白川町

瑞浪市

多治見市

中津川市

恵那市

恵那市

高山市

椅子、テーブル　他

木製パーテーション　他

児童用机（天板）

木製平均台

児童用机（天板）

机、椅子

児童用机（天板）、下駄箱

生徒用机及び教卓（天板）　他

椅子、テーブル　他

木製机・椅子

スタッキングチェア、テーブル　他

テーブル、スタッキングチェア

木製机、椅子

※その他、「ぎふ木育ひろば認定要領」で定められた『ぎふ木育ひろば』への支援も予定しています。
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活かす知恵

と を森林 人

69

●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで

薪
の
山
か
ら
生
ま
れ
た
小
さ
な
器

岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　講
師
●
前
野 

健

　

し
か
し
、（
樹
種
や
サ
イ
ズ
に
も
左
右
さ
れ
ま

す
が)

小
径
木
の
場
合
は
、
こ
の
芯
割
れ
を
起
こ

さ
な
い
材
料
が
あ
り
ま
す
。

　

左
の
写
真
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
カ
ッ
プ
は
直
径

八
セ
ン
チ
の
芯
持
ち
材
を
使
っ
て
作
り
ま
し
た
。

カ
ッ
プ
の
側
面
を
見
て
み
る
と
芯
持
ち
の
年
輪

が
見
え
ま
す
。
こ
れ
は
木
工
を
多
少
知
っ
て
い

る
人
が
見
る
と「
あ
れ
？
芯
持
ち
な
の
に
な
ん
で

割
れ
て
い
な
い
の
？
」と
思
う
、
珍
し
い
小
径
木

な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
。

 

●
雑
木
の
木
工
は
面
白
い
！

　

身
近
な
木
を
伐
採
し
て
小
径
木
で
モ
ノ
作
り

を
し
て
み
る
と
、
市
場
や
材
木
店
か
ら
手
に
入

れ
た
木
を
扱
う
の
と
は
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

感
覚
を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。
一
本
一
本
の
木

の
個
性
が
わ
か
っ
た
よ
う
で
、
ま
る
で
山
に
生

え
て
い
る
木
と
す
ご
く
距
離
が
近
づ
い
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
な
か
な
か
全
て
が
上
手
く
い
く
よ

う
に
世
の
中
で
き
て
い
な
い
も
の
で
、
グ
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
と
は
い
わ
ゆ
る「
生
木
」の
こ
と
。
数

か
月
た
ち
木
が
乾
い
て
ド
ラ
イ
ウ
ッ
ド
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
再
び
こ
の
小
径
木
は
薪
に
し
か

な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
む
し
ろ
乾
い

て
よ
く
燃
え
る
の
で
薪
の
適
材
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

●
薪
で
も
良
い
が
…

　

木
材
の
有
効
活
用
を
考
え
る
上
で
、
薪
と
し

て
燃
や
す
の
も
悪
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ

は
プ
ロ
の
モ
ノ
ヅ
ク
ラ
ー
と
し
て
、
こ
の
半
乾

き
の
小
径
木
を
使
い
、
何
か
し
ら
の
製
品
化
を

目
指
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
が
目

を
付
け
た
の
が
木
工
旋
盤
と
い
う
ツ
ー
ル
で
す
。

●
小
径
木
と
木
工
旋
盤

　

木
工
旋
盤
と
は
、
機
械
に
固
定
し
た
木
材
を

モ
ー
タ
ー
の
力
で
ぐ
る
ぐ
る
回
し
、
そ
こ
に
刃

物
を
当
て
て
形
を
削
り
出
す
木
工
機
械
で
す
。

身
近
な
物
で
は
、
お
椀
や
野
球
の
バ
ッ
ト
な
ど

が
こ
の
木
工
旋
盤
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、

●
小
径
木
は
薪
の
山
？

　

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
ト
リ
エ
に
は
、
演
習
林
の

伐
採
実
習
や
里
山
の
整
備
で
切
ら
れ
た
直
径
十

セ
ン
チ
～
十
五
セ
ン
チ
程
度
の
樹
種
も
ま
ち
ま

ち
な
小
径
木
が
材
料
庫
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
ワ
ー
ク
と

い
う
木
工
技
法
で
ス
プ
ー
ン
や
椅
子
を
作
る
材

料
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
は
薪
か
チ
ッ
プ
に
し

か
な
ら
な
か
っ
た
小
径
木
・
広
葉
樹
も
使
い
方

次
第
で
用
途
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
す
。

ア
ト
リ
エ
の
小
径
木
を
使
っ
て
、
直
径
が
十
セ

ン
チ
程
度
の
材
か
ら
、
小
皿
や
小
鉢
、
コ
ッ
プ

な
ど
を
作
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、
普
段
使
い
に
ち
ょ

う
ど
良
い
素
朴
な
器
が
で
き
ま
し
た
。

●
小
径
木
の
長
所
を
生
か
し
て

　

本
来
、
木
材
は
乾
燥
が
進
む
に
つ
れ
て
年
輪

の
芯
か
ら
割
れ
が
入
る
た
め
、
丸
太
か
ら
材
料

を
切
り
出
す
と
き
に
は
芯
を
避
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

 

ヤマザクラ、ホオ、アオハダ、アワブキ、タカノツメなど、アカデミー
の材料庫には、演習林や実習で整備した里山で伐採した小径
広葉樹がたくさん保管されている。

アオハダのマグカップとアズキナシのお皿。
いずれも木工旋盤で製作したもの。お皿の上に乗っているのは
ウワミズザクラで作ったお団子型の独楽。

芯持ちのヤマザクラなので、器の前後に年輪が見える。
このような意匠は大径の木では芯が割れるため作るの
が難しい。
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他
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
「
あ
さ
い
ち
」、
ぎ
ふ
チ
ャ
ン
「
鈴

木
ち
な
み
の
元
気
の
み
な
も
と
」
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
紹
介
を
さ
れ
ま
し
た
。
東
濃
農
林
事
務
所
農

業
普
及
活
動
発
表
会
で
は
地
域
の
農
業
者
に
対
し

て
事
例
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

 

本
間
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
目
標

　「
こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
は
人
の
縁
。
受
け
入
れ

て
く
れ
た
地
域
の
人
々
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

　「
日
本
、
世
界
に
多
治
見
市
産
の
モ
ミ
ジ
を
売
り

込
み
、
観
光
農
園
を
整
備
し
て
、
国
内
外
か
ら
観
光

客
を
呼
び
込
む
の
が
夢
」
と
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

 

お
話
を
伺
っ
て

　
本
間
さ
ん
の
地
域
活
性
化
へ
の
強
い
思
い
に
共

感
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
本
間
さ
ん
に
は
、
新
た
な
樹
木
の
活
用
推
進
の

牽
引
者
の
一
人
と
し
て
、
地
域
の
発
展
の
た
め
引

き
続
き
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
廿
原
町
が
モ
ミ
ジ
だ
ら
け
の
町
に

な
り
世
界
中
か
ら
観
光
客
が
多
く
訪
れ
る
事
を

願
っ
て
い
ま
す
。

〈
追
伸
〉：
森
林
を
愛
す
る
皆
様
へ
。

　森
林
・
樹
木
の
新
た
な
活
用
の
発
展
の
た
め
、

モ
ミ
ジ
商
品
を
お
試
し
を
願
い
ま
す
。

地 域の人

　
今
回
は
、
森
林
・
樹
木
の
新
し
い
活
用
と
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
株
）
も
み
じ
か
え

で
研
究
所
　
代
表
取
締
役
　
本
間
篤
史
さ
ん
（
35

才
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
本
間
さ
ん
は
、
愛
知
県
小
牧
市
の
出
身
で
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
水
生
生
物
を
飼
う
こ
と
や
食
べ
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
東
京
海
洋
大
学

に
入
学
し
魚
の
養
殖
方
法
、
水
産
物
の
加
工
、
漁

法
に
つ
い
て
学
ば
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
大
学
院
に
進
み
、
機
能
性
食
品
の
研

究
素
材
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
研
究
室
の
窓
か
ら

見
え
た
１
本
の
モ
ミ
ジ
か
ら
、本
間
さ
ん
と「
樹
木
」

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
以
後
研
究
、
起
業
へ
と
進

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
学
院
在
学
中
に
南
米
な
ど
か
ら
食
品

素
材
を
輸
入
す
る
商
社
に
入
社
し
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
、
素
材
探
索
、
顧
客
へ
の
営
業
等
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
現
在
の
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

モ
ミ
ジ
の
効
果

　
大
学
院
で
の
研
究
の
結
果
、
モ
ミ
ジ
の
葉
に
は

抗
酸
化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
や
β
カ
ロ

テ
ン
と
い
っ
た
成
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
成
分
は
メ
タ
ボ
や
老
化

防
止
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

味
は
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
よ
う
な
酸
味
で
、
食
品
に
向

い
て
い
ま
す
。

 

現
在
の
状
況

　
多
治
見
市
起
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
協
力
に
よ
り

２
０
１
１
年
に
会
社
を
創
立
し
、
２
０
１
７
年
に

多
治
見
市
廿
原
（
つ
づ
は
ら
）
町
に
会
社
を
移
転

し
ま
し
た
。
現
在
約
４
ha
の
土
地
で
、
約
４
０
０

０
本
の
モ
ミ
ジ
を
従
業
員
10
名
で
育
成
・
収
穫
し

て
い
ま
す
。
年
間
収
穫
量
は
約
1.3
ｔ
に
も
な
り
ま

す
。

　
モ
ミ
ジ
葉
は
、白
川
茶
の
工
場
で
加
工
さ
れ
、「
も

み
じ
茶
」「
も
ゆ
る
は
も
み
じ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
」

「
も
ゆ
る
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
」
と
し
て
商
品
化
し
多

治
見
市
内
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。「
も
み
じ
茶
」

は
、
名
探
偵
コ
ナ
ン
の
映
画
イ
ベ
ン
ト
で
も
使
用

さ
れ
ま
し
た
。

 

地
域
活
性
化

　　「
本
間
さ
ん
は
、
地
元
自
治
会
、
農
業
法
人
や
企

業
か
ら
な
る
「
三
郷
活
性
化
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
農
産
物
や
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。Ｐ

Ｒ
の
結
果
、
モ
ミ
ジ
葉
か
ら
抽
出
さ
れ
た
赤
色
の

エ
キ
ス
は
、
東
京
の
一
流
料
理
店
で
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
春
に
は
、
モ
ミ
ジ
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
、
活
性
化
協
議
会
、Ｊ
Ａ
等
の
協
力
を

得
て
、
公
園
用
地
に
モ
ミ
ジ
の
苗
を
植
樹
し
ま
し

た
。
筆
者
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
地
元
に
オ
ー
プ
ン
し
た
喫
茶
店
で
は
、
モ
ミ
ジ

商
品
や
、
地
元
農
業
法
人
の
育
て
た
イ
チ
ゴ
、
マ

イ
ク
ロ
野
菜
を
使
っ
た
料
理
を
提
供
し
地
元
を
盛

り
上
げ
て
い
ま
す
。

 

商
品
の
Ｐ
Ｒ

　
当
研
究
所
の
事
業
内
容
や
商
品
は
、
岐
阜
新
聞

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
２
ー
２
３
ー
１
１
１
１

　
　
　
　

 

東
濃
農
林
事
務
所

　林
業
普
及
指
導
員 

藤
井

　敦
ま
で

㈱もみじかえで研究所　代表取締役

本間 篤史さん

東濃地域の新たな樹木の活用

本間氏

採取状況

もみじ茶（左）
もゆるはもみじスパークリング（右）
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
３
ー
４
０
１
１（
代
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 中
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

　
平
成
29
年
8
月
、
中
濃
農
林
事
務
所
が
管
轄

す
る
関
市
・
美
濃
市
地
域
で
は
一
時
間
最
大
56

㎜
、
24
時
間
累
計
２
４
７
㎜
を
観
測
す
る
大
雨

に
よ
り
、
関
市
で
は
3
年
ぶ
り
、
美
濃
市
で
は

11
年
ぶ
り
の
林
道
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
で
は
６
路
線
が
国
の
災
害
復
旧

支
援
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
に

も
小
さ
な
破
損
や
異
常
個
所
が
複
数
発
生
し
て

お
り
、
併
せ
て
早
急
な
復
旧
対
応
が
必
要
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
管
内
の
み
な
ら
ず
県
内
の

市
町
村
で
は
、
林
道
管
理
を
行
う
農
林
課
や
産

業
課
と
い
っ
た
部
署
で
は
、
限
ら
れ
た
人
員
配

置
の
中
、
担
当
者
が
林
道
以
外
に
も
複
数
の
業

務
を
担
当
し
て
お
り
、
人
的
な
余
力
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
同
時
に
、
財
政
的
な
余
裕
も
な
く
十
分

に
予
算
を
手
当
て
す
る
こ
と
も
不
可
能
な
状
況

で
あ
り
、
円
滑
に
災
害
対
応
し
て
い
く
た
め
に

は
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
災
害
対
応
の
際
の
慣
例
と
な
っ
て

い
る
業
務
手
順
を
見
直
す
な
ど
、
担
当
レ
ベ
ル

で
で
き
る
改
善
策
に
つ
い
て
、
市
担
当
者
と
検

討
し
ま
し
た
。

　課
題
と
検
討
事
項

①
　災
害
時
や
異
常
時
の
対
応
事
例

　
林
道
は
県
道
や
市
道
に
く
ら
べ
て
構
造
が
簡

易
な
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
法
面
崩
壊
な
ど
の
異

常
が
発
生
し
や
す
く
、
通
行
に
支
障
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
、
職
員
が
撤
去
作
業

を
行
う
又
は
建
設
業
者
に
発
注
し
て
対
応
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
回
の
よ
う
な
大
雨
の
後
に
は
、

林
道
に
限
ら
ず
多
く
の
災
害
対
応
や
安
全
確
認

業
務
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
土
木
担
当
部

署
な
ど
が
行
っ
て
い
る
建
設
業
組
合
と
の
災
害

協
定
の
締
結
な
ど
、
災
害
対
応
の
集
約
的
な
発

注
の
取
組
み
の
中
に
林
道
も
取
り
込
ん
で
い
る

自
治
体
が
あ
り
ま
し
た
。

②
　利
用
状
況
に
応
じ
た
改
良
工
事

　
今
回
の
豪
雨
で
は
、
林
業
活
動
の
主
翼
を
担

う
基
幹
林
道
中
美
濃
線
も
被
災
を
し
ま
し
た
。

中
美
濃
線
で
は
沿
線
３
つ
の
計
画
団
地
か
ら
こ

の
５
年
間
で
約
８
千
㎥
の
木
材
が
搬
出
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
大
雨
後
、Ｓ
字
カ
ー
ブ
を
中
心
に
舗

装
に
は
多
数
の
穴
や
ひ
び
割
れ
な
ど
の
傷
み
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
中
美
濃
線
は
林
業
活
動
以
外
に
も
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
登
山
と
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
の
利
用
人
口
が
増
加
し
て
お
り
、

地
元
美
濃
市
も
観
光
資
源
と
し
て
期
待
を
寄
せ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
林
道
と
し
て
の
機
能
以
外

に
も
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
林
道
の
規
格
に
よ
る
簡
易
舗
装
が
施

工
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
傷
み
や
す
い
カ
ー
ブ
な

ど
で
は
部
分
的
に
強
度
の
舗
装
を
施
工
す
る
な

ど
、
利
用
状
況
に
あ
わ
せ
た
改
良
工
事
の
適
用

も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

③
　林
道
利
用
者
と
の
連
携
対
応

　
路
面
の
穴
あ
き
や
落
石
な
ど
小
さ
な
異
常
は
、

安
全
な
通
行
に
影
響
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
、

次
の
災
害
の
原
因
や
予
兆
と
も
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
地
元
か
ら
の
通
報
や
職
員
パ
ト

ロ
ー
ル
に
よ
り
異
常
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
異
常
を
発
見
す
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
そ
こ
で
、
日
ご
ろ
林
道
を
利
用
す
る
林
業
事

業
体
に
、
利
用
者
と
し
て
林
道
管
理
に
協
力
で

き
る
か
な
ど
を
聞
き
取
り
を
し
た
と
こ
ろ
、「
木

材
や
重
機
運
搬
な
ど
重
量
物
の
通
行
で
林
道
に

負
担
を
か
け
て
い
る
し
、
日
ご
ろ
の
業
務
を
通

じ
て
見
回
り
な
ど
協
力
で
き
る
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　
林
道
を
利
用
す
る
林
業
事
業
体
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
路
線
の
状
況
を
把
握
で
き
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
異
常
が
小
さ
な
う
ち
の
対
処
や
、

中
期
の
補
修
計
画
が
立
て
ら
れ
る
な
ど
的
確
な

林
道
管
理
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
林
業
事
業
体
と
連
携
し
、
異
常
早
見
表
や
位

置
情
報
つ
き
写
真
を
メ
ー
ル
で
通
報
す
る
な
ど
、

効
果
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
、
３
つ
の
視
点
か
ら
林
道
の
適
切
な
管

理
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
林
業
を
支
え
、

時
に
は
地
域
振
興
を
も
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
林
道
が
安
全
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
管
理
者
や
地
域
の
方
た
ち
と
と
も
に
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中美濃線の舗装（路盤）破壊

横祖線の路肩崩壊

適
正
な
林
道
管
理
に
む
け
て
　

―

災
害
対
応
を
経
て
の
一
考
察―

中
濃
農
林
事
務
所
林
業
課
（
現
・
農
村
振
興
課
）
　古
川 

明
里

　
治
山
、
林
道
の
各
研
究
会
で
は
、
日
頃
の
業
務
で
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
、
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
発

表
会
で
発
表
さ
れ
た
研
究
課
題
を
紹
介
し
ま
す
。
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直
径
と
直
径
成
長
量
は
、
他
の
苗
に
比
べ
て

小
さ
い
ま
ま
で
（
図
２
ｂ
）、
徒
長
気
味
の
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
多
雪
地
域
で
は
雪
に
よ
る
苗
木
の

引
き
抜
け
が
問
題
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の

植
栽
地
で
は
、
徒
長
傾
向
に
あ
っ
て
も
苗
木

の
枯
死
や
引
き
抜
け
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
原
因
は
、
植
栽
場
所
が
少
雪
地
域

だ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
冬
ま
で
に
根
が
地
山

に
伸
長
で
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
こ
の
技
術
は
、
雪
の
少
な
い
地
域

に
お
い
て
春
に
植
栽
す
る
場
合
に
適
用
で
き

そ
う
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヒ
ノ
キ
・
コ
ン
テ
ナ
苗
の

根
鉢
高
さ
を
制
限
し
て
育
成
す
る
方
法
は
、

得
苗
率
や
植
栽
後
の
成
長
へ
の
影
響
が
小
さ

い
こ
と
に
加
え
、
植
栽
効
率
や
（
こ
こ
で
は

議
論
し
ま
せ
ん
が
）
育
苗
に
要
す
る
資
材
費

の
点
で
は
、
有
効
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

現
在
流
通
し
て
い
る
コ
ン
テ
ナ
苗
の
根
鉢
容

量
は
せ
い
ぜ
い
二
種
類
で
す
が
、
樹
種
、
植

栽
場
所
や
時
期
、
目
的
に
応
じ
た
複
数
の
苗

規
格
が
あ
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
、

苗
木
の
生
理
特
性
を
加
味
し
な
が
ら
、
適
し

た
根
鉢
サ
イ
ズ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

苗
木
の
根
鉢
を
低
く
し
た
ら
？

　
根
鉢
の
高
さ
を
15
㎝
（
容
量
約
3
0
0
cc
、

流
通
品
と
同
等
）、
10
㎝
（
同
約
2
0
0
cc
）、

５
㎝
（
同
約
1
0
0
cc
）
に
調
整
し
た
コ
ン

テ
ナ
に
一
年
生
稚
苗
を
移
植
し
た
後
、
一
年

間
育
成
し
、
根
鉢
高
さ
が
異
な
る
苗
木
を
試

作
し
ま
し
た
（
図
１
）。
こ
の
と
き
、
５
㎝
鉢

苗
の
樹
高
は
そ
の
他
の
苗
木
よ
り
低
い
傾
向

に
あ
っ
た
も
の
の
、
ど
の
条
件
も
岐
阜
県
の

出
荷
規
格
（
樹
高
25
㎝
以
上
で
根
鉢
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
）
を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
苗
木
を
五
月
に
下
呂
市
の
皆
伐
跡

地
へ
植
栽
し
た
と
こ
ろ
、
植
え
穴
掘

り
の
時
間
は
15
㎝
、
10
㎝
、
５
㎝
根

鉢
苗
の
順
に
短
く
な
り
、
一
本
あ
た

り
の
植
栽
に
か
か
る
時
間
も
同
様
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
根
鉢
を
低
く
す

る
こ
と
は
、
目
論
見
ど
お
り
植
栽
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
貢
献
で
き
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

低
い
根
鉢
苗
の
成
長
は
？

　
植
栽
後
の
成
長
を
み
る
と
、
５
㎝
根
鉢
苗

の
樹
高
成
長
量
は
他
の
苗
と
同
程
度
で
し
た

（
図
２
ａ
）。
そ
の
結
果
、
得
苗
時
に
あ
っ
た

樹
高
差
は
、
植
栽
一
年
目
に
は
み
ら
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
５
㎝
根
鉢
苗
の
根
元

　
再
造
林
を
低
コ
ス
ト
か
つ
確
実
に
実
施
す

る
た
め
、「
早
く
植
え
ら
れ
る
」
コ
ン
テ
ナ
苗

に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
、

コ
ン
テ
ナ
苗
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
根
鉢
に
よ
り

植
え
穴
を
小
さ
く
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
根
切
り
を
し
た
裸
苗
の
根
系

は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
根
鉢
よ
り
小
さ
い
場
合
が

あ
る
た
め
、
植
え
穴
が
掘
り
に
く
い
条
件
下

で
は
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
効
率
が
上
が
ら
な

い
事
例
が
み
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
根
鉢
の

高
さ
が
異
な
る
ヒ
ノ
キ
･
コ
ン
テ
ナ
苗
を
育

成
し
、
得
苗
サ
イ
ズ
、
植
栽
時
間
お
よ
び
植

栽
後
の
成
長
を
比
較
し
ま
し
た
。

森
林
研
究
所
●
渡
邉 

仁
志

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

コ
ン
テ
ナ
苗
の
根
鉢
サ
イ
ズ
を
考
え
る

15㎝根鉢苗　10㎝根鉢苗　5㎝根鉢苗

10
㎝

15㎝根鉢苗
10㎝根鉢苗
5㎝根鉢苗

植栽時 １年目 ２年目

120

90

60

30

0

（a）

樹
高（
㎝
）

植栽時 １年目 ２年目

15

10

5

0

（b）

根
元
直
径（
㎜
）

図２　苗木の植栽時および植栽1～2年目期末の樹高、根元直径

図１　根鉢高さの異なるコンテナ苗
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普及コーナー

施業プランナー研修を展開しています！

■森林文化アカデミー　森林技術開発・支援センター　林業普及指導員　谷口 嘉靖

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

は
じ
め
に

　

岐
阜
県
で
は
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修

を
平
成
二
十
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

二
十
九
年
度
ま
で
に
延
べ
百
四
十
二
名
が

育
成
研
修
を
修
了
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
レ

ベ
ル
に
よ
っ
て「
育
成
研
修
」、「
技
術
維
持

研
修
」、「
上
級
研
修
」の
三
コ
ー
ス
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

 

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成

　

第
二
期
岐
阜
県
森
林
・
林
業
担
い
手
育
成

総
合
戦
略（
平
成
二
十
九
～
三
十
三
年
度
）

に
基
づ
き
林
業
担
い
手
確
保
・
育
成
支
援
事

業
と
し
て
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
即

し
て
森
林
管
理
を
進
め
る
に
は
、
森
林
総
合

監
理
士（
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
）、
地
域
森
林
監
理

士
、
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ワ
ー

カ
ー
等
、
森
林
作
業
道
作
設
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

の
五
つ
の
人
材
が
連
携
し
て
機
能
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
森
林
経
営
計
画
に
沿
っ
た
森

林
整
備
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
、
受
講
生
の
効
率
的
な
知
識
向
上
を
図
る

た
め
、
農
林
事
務
所
林
業
普
及
指
導
員
の
指

導
担
当
を
配
置
し
、
丁
寧
な
支
援
を
行
う
Ｏ

Ｊ
Ｔ
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
育
成
研
修
で
は
、
最
適
な
作

業
シ
ス
テ
ム
を
選
択
で
き
る
人
材
、
主
伐
・

再
造
林
の
効
率
化
に
対
応
で
き
る
人
材
、
獣

害
防
止
技
術
を
展
開
で
き
る
人
材
の
各
能

力
の
習
得
も
目
指
し
て
い
ま
す
。

技
術
維
持
研
修

　

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
技
術
維
持
研
修
は
、
施

業
プ
ラ
ン
ナ
ー
育
成
研
修
の
修
了
者
等
が

森
林
経
営
計
画
の
実
行
監
理
を
適
切
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
資
質
維
持
や
時
機

に
応
じ
た
知
識
を
習
得
し
て
も
ら
う
た
め

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
は「
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
」育
成

に
か
か
る
研
修
を
修
了
し
、
業
務
実
績
を

有
し
た
者
を「
岐
阜
県
森
林
経
営
プ
ラ
ン

ナ
ー
」と
し
て
登
録
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
森
林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
及
び
上
級
森

林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
登
録
者
を
対
象
に
、

お
お
む
ね
五
年
毎
に
技
術
維
持
研
修
を
受

講
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

上
級
研
修

　

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
上
級
研
修
は
、
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
現
場
で
生
じ
た
問
題
を

自
ら
解
決
で
き
る
人
材
、
ま
た
他
の
施
業
プ

ラ
ン
ナ
ー
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
研
修
で
す
。

　

三
年
間
で
一
ク
ー
ル
の
研
修
と
し
て
お

り
、
①
森
林
所
有
者
へ
の
説
明
、
②
計
画
か

ら
進
捗
管
理
、
③
マ
ー
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

テ
ー
マ
に
集
中
研
修
し
て
い
ま
す
。

研
修
の
開
催
状
況
等

平
成
二
十
九
年
度
実
績

◦
育
成
研
修　
　

十
四
回
・
九
名

◦
技
術
維
持
研
修　

五
回
・
九
名

◦
上
級
研
修　
　
　

三
回
・
六
名

平
成
三
十
年
度
実
施
状
況（
予
定
含
む
）

◦
育
成
研
修　
　
　

六
回
・
十
四
名

◦
技
術
維
持
研
修　

五
回
・
八
名

◦
上
級
研
修　
　
　

三
回
・
三
名

育
成
研
修

　

提
案
型
集
約
化
施
業
を
実
践
し
、
森
林
経

営
計
画
の
作
成
・
実
行
監
理
が
で
き
る
人
材

と
し
て
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
位
置
付
け
て

い
ま
す
。
そ
の
主
た
る
業
務
で
あ
る
森
林
経

営
計
画
の
作
成
等
を
行
う
た
め
に
最
低
限

必
要
な
知
識
習
得
に
向
け
て
施
業
プ
ラ
ン

ナ
ー
育
成
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
対
象
者
と
し
て
は
、
森
林
所
有
者
に

対
し
て
施
業
提
案
に
取
り
組
む
森
林
組
合

以
外
の
林
業
事
業
体
も
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
育
成
研
修
で
は
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
は
、
集
合
研
修
回
数
を
減
ら
す
一
方

▲Ｈ２９年度　育成研修の修了式

▲育成研修第１回の研修状況（アカデミー）
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普及コーナー

施業プランナー研修を展開しています！

■森林文化アカデミー　森林技術開発・支援センター　林業普及指導員　谷口 嘉靖

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　森
林
技
術
開
発・支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

義
）、
森
林
情
報
の
収
集
方
法（
林
政
課
担

当
講
義
）を
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
は
、
意

欲
と
期
待
が
高
ま
る
中
、
先
輩
プ
ラ
ン
ナ
ー

か
ら
の
助
言
や
Ｇ
Ｉ
Ｓ
情
報
の
高
度
な
検

索
の
効
果
を
体
感
し
、
研
修
参
加
に
満
足
し

て
い
る
状
況
で
し
た
。

　

第
二
回
育
成
研
修
は
、
六
月
一
日
に
山
県

市
の「
美
山
構
造
セ
ン
タ
ー
」及
び
中
原
林

業
所
有
林
で
、
目
標
林
型
と
施
業
方
針
の
設

定（
ア
カ
デ
ミ
ー
横
井
教
授
講
義
）、
森
林
経

営
と
施
業
方
針（
中
原
丈
夫
指
導
林
家
現
地

講
義
）を
行
い
ま
し
た
。
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

は
請
負
型
林
業
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ

り
、
ビ
ジ
ョ
ン（
目
標
）の
持
ち
方
、
プ
ラ

ン（
施
業
案
）の
考
え
方
を
立
案
す
る
の
が

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
等
が
説
明

さ
れ
、
顧
客（
森
林
所
有
者
）と
組
織（
林
業

事
業
体
）に
利
益
を
も
た
ら
す
林
業
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル（
技
術
者
）と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
原
林
業
で
は
、
二
百
八
十
年
の
歴
史
と

三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
所
有
林
と
い
う
経
営

を
現
地
視
察
し
、
齢
級
別
の
取
組
み
等
の
詳

細
説
明
を
受
け
、
受
講
生
か
ら
は
、
林
分
を

よ
く
観
察
し
、
施
業
方
針
の
選
択
肢
を
複
数

平
成
三
十
年
度
技
術
維
持
研
修

　

技
術
維
持
研
修
は
、
九
月
以
降
に
五
回

開
催
で「
施
業
に
よ
る
森
林
流
域
環
境
保

全
・
改
善
の
し
く
み
と
そ
の
効
果
に
関
す
る

簡
易
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
及
び
地
域
森

林
計
画
へ
の
利
用（
岐
阜
大
学
篠
田
成
郎
教

授
」、
機
械
化
・
路
網
・
生
産
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
低
コ
ス
ト
木
材
生
産（
ア
カ
デ
ミ
ー
）、

低
コ
ス
ト
造
林
・
獣
害
防
止
に
つ
い
て（
森

林
研
究
所
）、
森
林
管
理
提
案
営
業（
農
林
業

支
援
セ
ン
タ
ー
）、
森
林
・
林
産
業
の
最
新

動
向（
林
材
ラ
イ
タ
ー
赤
堀
楠
雄
氏
）を
予

定
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
上
級
研
修

　

上
級
研
修
は
、
所
有
者
へ
の
説
明
と
し

て
、
五
月
十
八
日
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
京
都
府
立

林
業
大
学
校
の
客
員
教
授
・
藤
野
正
也
氏
に

講
義
し
て
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
意
思

を
伝
え
合
う
も
の
で
、
相
手
を
受
け
入
れ

る
心
が
大
切
で
そ
の
た
め
の
最
大
の
行
為

が
聴
く
こ
と
と
い
う
こ
と
が
印
象
的
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
今
後
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
及
び
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

修
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
の
延
べ
修
了
者
数
は
増
え
て
い
る

も
の
の
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
実
働
者
が
少

な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
今

後
の
積
極
的
な
研
修
受
講
・
支
援
を
期
待
し

ま
す
。

　

な
お
、
上
級
研
修
は
、
地
域
森
林
監
理

士
養
成
講
座
に
段
階
的
に
移
行
す
る
た
め
、

平
成
三
十
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す
。

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
認
定

　
「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
協
会（
東
京
）」

に
お
い
て
、「
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
認
定
」

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
が
行
う
施
業

プ
ラ
ン
ナ
ー
研
修
は
育
成
研
修
・
技
術
維
持

研
修
と
も
に
同
協
会
の
認
定
レ
ベ
ル
の
研

修
と
認
め
ら
れ
て
お
り
、
森
林
施
業
プ
ラ

ン
ナ
ー
認
定
を
取
得
す
る
場
合
に
お
い
て
、

特
別
一
次
試
験
、
特
別
二
次
試
験
と
し
て
通

常
の
認
定
取
得
の
試
験
内
容
よ
り
も
簡
易

な
受
験
内
容
で
済
む
よ
う
軽
減
措
置
が
講

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
育
成
研
修

　

第
一
回
育
成
研
修
は
、
五
月
十
一
日
に
開

催
し
、
自
己
紹
介
の
後
に
、
林
業
の
現
状
と

施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
役
割（
恵
み
の
森
づ
く

り
推
進
課
担
当
講
義
）、
安
全
管
理（
林
災
防

指
導
員
講
義
）、
プ
ラ
ン
ナ
ー
業
務
の
実
際

（
先
輩
の
岐
阜
県
森
林
経
営
プ
ラ
ン
ナ
ー
講

持
ち
施
業
を
選
択
す
る
取
組
み
を
試
し
た

い
と
の
意
見
が
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

　

第
三
回
育
成
研
修
は
、
七
月
十
日
に
開
催

さ
れ
、
ア
カ
デ
ミ
ー
林
業
普
及
指
導
員
及
び

森
林
研
究
所
研
究
員
か
ら
林
内
路
網
の
基

礎
知
識
の
講
義
と
し
て
作
業
道
の
開
設
計

画
、
林
業
機
械
作
業
と
林
内
路
網
、
図
上
計

画
と
線
形
踏
査
の
ポ
イ
ン
ト
、
地
形
の
読
み

方
、
カ
シ
ミ
ー
ル
を
含
む
Ｇ
Ｐ
Ｓ
活
用
の
講

義
の
他
、
グ
ル
ー
プ
で
路
網
計
画
演
習
を
行

い
ま
し
た
。
受
講
生
は
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
い
な
か
っ
た
部
分
の
知
識
・
技
術
習
得
に

関
心
が
高
く
、
グ
ル
ー
プ
演
習
で
み
ん
な
の

意
見
を
集
約
す
る
重
要
性
を
理
解
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
第
四
回
の
育
成
研
修
で
、
森
林

経
営
計
画
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
法
、

生
産
性
の
把
握
と
コ
ス
ト
の
講
義
を
行
い
、

第
五
回
で
木
材
流
通
販
売
の
現
地
調
査
と

「
進
捗
管
理
と
コ
ス
ト
管
理（
日
吉
町
森
林

組
合
）」の
講
義
を
経
て
、
最
後
の
第
六
回
は

二
月
に
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研
修
で
の
検
討
結
果
も
踏

ま
え
各
受
講
生
か
ら
実
績
発
表
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

▲第１回育成研修　先輩プランナーに質問

▲第３回育成研修　グループでの路網計画演習

▲第２回育成研修　現地講義の状況
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●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０
ー
３
１
６
０
ー
６
０
９
０

　
　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
森
林
管
理
署
ま
で

国
有
林
の
現
場
か
ら

『
生
産
性
向
上
対
策
現
地
検
討
会 

兼 

伐
採
・
造
林

  

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
勉
強
会
』を
開
催
し
ま
し
た

七
宗
町
上
麻
生
地
区
森
林
共
同
施
業
団
地（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
）

24

　

市
町
村
森
林
整
備
計
画
の
作
成
等
へ
の

「
森
林
管
理
署
（
国
有
林
職
員
）
の
森
林
総

合
監
理
士
に
よ
る
市
町
村
へ
の
技
術
的
援
助

を
推
進
す
る
」
と
い
う
目
的
の
た
め
、
七
宗

町
上
麻
生
地
区
森
林
共
同
施
業
団
地
を
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
地
区
（
事
例
研
究
地
区
）
と
し

て
平
成
28
年
度
に
設
定
し
、
種
々
の
勉
強
会

等
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
般
、
当
地
区
に
お
い
て
、
新
型
高
性
能

林
業
機
械
（
タ
ワ
ー
ヤ
ー
ダ
）
に
よ
る
皆
伐

事
業
を
実
行
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
か
ら
、

請
負
林
業
事
業
体
を
対
象
と
し
た
「
生
産
性

向
上
対
策
現
地
検
討
会
」
を
開
催
し
、
作
業

見
学
等
を
通
じ
て
、
生
産
性
向
上
に
重
要
な

事
業
体
の
人
材
育
成
、
技
能
向
上
の
促
進
を

は
か
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
該
皆
伐
事
業
は
、
伐
採
・
造
林

一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
も
の
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
労
働
投
入
量
縮
減
（
低
コ
ス
ト

生
産
・
造
林
）
を
目
指
し
た
勉
強
会
を
併
せ

て
実
施
す
る
こ
と
と
し
、民
有
林
関
係
者
（
森

林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
林
業
普
及
指
導
員
等
）

を
広
く
含
め
た
意
見
交
換
等
を
行
う
中
か

ら
、
地
域
の
木
材
生
産
に
関
す
る
民
国
、
林

業
関
係
者
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

 　

作
業
見
学
に
先
立
ち
、
岐
阜
森
林
管
理
署

の
今
井
主
任
地
域
林
政
調
整
官
か
ら
ケ
ー
ス

ス
タ
デ
ィ
地
区
の
取
組
に
つ
い
て
、
熊
﨑
森

林
技
術
指
導
官
か
ら
事
業
概
要
お
よ
び
生
産

性
向
上
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
取
組
に
つ
い

て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
に
よ
る
集
材
作
業
見
学
を
経
て
、
意

見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

 　

ま
た
、
休
憩
を
挟
み
、
国
有
林
の
取
り
組

む
「
伐
採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
後
、
出
席
者
か
ら

自
由
な
意
見
等
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
３
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画

（
Ｈ
29
～
33
）
で
「
主
伐
・
再
造
林
の
支
援

強
化
」
を
新
規
施
策
に
掲
げ
る
民
有
林
は
も

と
よ
り
、
す
で
に
平
成
25
年
度
か
ら
試
行
を

行
っ
て
い
る
国
有
林
で
も
、
ま
だ
「
伐
採
・

造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
事
例
は
十
分

と
は
言
え
ず
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
と
言
え

ま
す
。

　

今
後
も
、
民
国
連
携
に
よ
る
こ
の
よ
う
な

勉
強
会
等
を
通
じ
、
林
業
の
成
長
産
業
化
へ

む
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

民国を通じた意見交換

タワーヤーダによる全木集材作業見学

事業概要等説明
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10月号
予定

10月1日発行イベント情報

わがまちの森林・環境行政（22）

市況情報 その他

連載
●山の歳時記（158）
●山のおじゃまむし（327）
清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（70）
木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（68）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム
　先日、現場に出た際、足を山ヒルに吸われました。
　私の地元は飛騨であり、少年時代は山の中を駆け巡り遊んでいました。そのた

め、山の中で熊やカモシカを見たこと、ウルシにかぶれたことなど、多々ありましたが、山ヒル
に吸われたことは初めてであり、かなり苦い経験となりました。
　現場からの帰路、飛騨に山ヒルはいないということを上司から聞き、調べてみると飛騨に山
ヒルがいないということが一般論であることを知りました。それを知り、同時に頭をよぎったの
は飛騨にはニホンジカはいないという十数年前までの一般論でした。
　今では飛騨の山にニホンジカは多数存在し、十数年前とは状況が大きく変わり、当時の一般
論は覆った結果となりました。山ヒルにおいてはニホンジカ同様、現在の一般論が覆らないこ
とを切実に願っています。

「森林のたより」編集委員　富本　守

森林・林業関係イベントカレンダー（9～10月）
開催日 行事名等 内　容　等

開催場所
問い合わせ先

林業者向け

●講習時間　学科　  9:20～15:30
　　　　　　実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　6日　学科　8:30～17:40
　　　　　　7日　実技　8:30～17:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：18,900円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　2日　学科　8:50～16:00
　　　　　　3日　実技　8:30～17:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：17,200円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

●講習時間　学科　  9:20～15:30
　　　　　　実技　15:30～16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,340円(本代含む)（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

9月6日㈭～
9月7日㈮

10月2日㈫～
10月3日㈬

10月11日㈭

9月5日㈬

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

2日　学科  森林文化センター（岐阜市六条江東2-5-6）
3日　実技  美濃市曽代地内（予定）

6日　学科  南ひだ森林組合会議室（下呂市乗政25-1）
7日　実技  南ひだ森林組合土場（下呂市乗政25-1）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

南ひだ森林組合会議室（下呂市乗政25-1）

林材業労災防止協会 岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

～電気事故防止のお願い！！～
伐採作業をされるみなさまへ伐採作業をされるみなさまへ

◆送電線は、直接電線に触れなくても感電します。送電線の近くで伐採または集運材
索道架設作業等をされる場合は、事前に最寄りの事業所までご連絡ください。

◆万が一、送電線の上に倒してしまった場合は、電線に接触している木や、切れた電線
には絶対に触らないで、その場から離れて、最寄りの事業所までご連絡ください。

◆事故が発生しますと、尊い人命が奪われます。また、停電により多くのお客さまにご
迷惑をかけることとなり、起因者に対する補償問題にも発展します。

※窓口は月～金曜日（祝日および年末年始除く）の8:30～17:10とさせていただいておりますので、連絡はお早めにお願いいたします。

岐阜電力センター送電課 TEL（058）272ー3222岐阜市、羽島市、羽島郡、本巣市、瑞穂市、山県市、美濃市、関市
各務原市、大垣市、安八郡、揖斐郡、不破郡、養老郡、海津市

加茂電力センター送電課 TEL（0574）28ー1504美濃加茂市、関市、美濃市、郡上市、加茂郡、可児市、多治見市
恵那市、土岐市、瑞浪市、中津川市、可児郡御嵩町

飛騨電力センター送電課 TEL（0576）62ー3953高山市、下呂市、飛騨市、大野郡白川村
富山県南砺市（一部）

連 絡 先事 業 所 名 主 な 管 轄 区 域

岐阜県内の送電線を
保守する電力会社

●中部電力株式会社
●関西電力株式会社

●北陸電力株式会社
●電源開発株式会社

※付近に送電線があることを下記に連絡していただければ、管轄する電力会社にて対応させていただきます。

「山ヒル。」

刈払機取扱作業者
安全衛生教育

伐木・チェーンソー
作業従事者
特別教育

機械集材装置
運転業務
特別教育

刈払機取扱作業者
安全衛生教育
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市況

木 材 用 語 一 口 メ モ

外材市況（ 7月期）

樹　種 樹　種規　　格 価格 規　　格 価格

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）

米　栂
米ひば

ヘム（アラスカ産）

ポール

299

310

317

324
日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

（単位：円）

1㎥当り（価格単価：100円）

単位：円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（7月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱

間柱

土台

柱

柱

前月
比較等級

長 巾 高

寸法（mm） m3当り
価　格

3000

3000

4000

3000

3000

6000

3000

3000

65,000

65,000

65,000

60,000

65,000

120,000

60,000

61,000

→

→

→

→

→

→

→

→

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

105

105

105

120

120

120

105

120

105

30

105

120

120

120

105

120

１等

１等

特等

特等

特等

国産５層

国産５層

（東濃桧）
特等

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所

　猛暑による干割れ等、材の傷みを考慮し相場は保合。樹皮の剥離した
良材、構造材向け丸太は売りづらいので、留意ください。スギ並材太物
（50ｃｍ上～）3ｍ需要あります。ヒノキ2ｍ元曲がりは売りづらく、造材の
再検討。袴無、矢高5ｃｍ以内が有利。製紙パルプ向け広葉樹原木は納材
規格変更があり、共販所担当者に連絡ください。（岐阜）

　良材が少なく弱気の展開。スギ太物4ｍ欠陥材は売りづらい。広葉樹は、
良材を除き弱い。全般的に入荷が薄い状態となっておりますので出荷者各
位のご協力をお願い致します。虫害が発生する季節となり、薬剤散布をし
ておりますが、伐採後速やかに搬出をお願いします。（飛騨）

　ヒノキ元木、良材（高齢材及び枝打材など（特殊材））２ｍ、３ｍ、４ｍ、６ｍ
は応札も多く横ばい。ヒノキ並材は３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ばい、６ｍ
（16～20cm）は価格安定。スギは全般的に品薄、４ｍ元木　良材は応札
多くやや高値、二番玉並材３ｍ、４ｍとも（16～28㎝）横ばい。枝虫材等、
欠点材は売りにくい。造材（玉切り）は、元株の処理・余尺及び段切り・斜め
切り等ないよう出材をお願いします。（東濃）

全般的に横ばいで推移
【商況】

木 材 市 場

2,150

614

2,867

2,592

2,808

10,368

1,980

2,600

複数の企業間で統合的な物流システムを構築し、経営成果を高めるための管
理手法。林業・木材産業においても、ICT（情報通信技術）を活用した需給情
報の共有化によって、木材生産・流通のコストダウンと木材価格の向上を図る
「木材SCM」が注目されています。

SCM（サプライチェーンマネジメント）

回　　数
共販所名 長さ 径 平均値 高値 備考樹種

第1665回

8月7日

8月8日

8月2日

岐
阜
共
販
所

第1241回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ
くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

ま
つ

16～18㎝
16～18㎝
20～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
20㎝以上
16～22㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
16～18㎝
24～28㎝
30㎝以上
16～18㎝
20～22㎝
30㎝以上
16～20㎝
24～28㎝
30㎝以上
24～28㎝
30㎝以上
30㎝以上
24㎝以上
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
16～20㎝
22～28㎝

30㎝以上元
13㎝以下
22～28㎝

30㎝以上元
18～20㎝

22～28㎝梁
30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ
4ｍ

6ｍ

4ｍ

4ｍ

5ｍ
4ｍ
3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

単価は直材

価格、但し

平均値は並

材二番玉価

格

－
－
－
－

18,000
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

31,000
－
－
－
－
－
－

130,000
13,400
20,000
23,000
24,000
23,000
28,000
－

23,000
30,000
－
－
－

12,500
11,700
13,800
12,500
12,000
13,000
17,200
15,300
17,500
15,500
14,500
22,500
12,000
11,500
11,000
16,500
14,000
16,000
22,000
9,000
9,000

12,000
13,000
－

19,000
12,700
13,000
13,600
17,500
14,900
19,000
9,000

15,500
20,000
27,600
7,000
9,000

第1573回

東
濃
共
販
所
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